
(1)　No.0007 (4版) 「ひろしま・ブルガリア協会」 ニュース 　　　　　　2006年7月25日（火）

Ｈ Ｉ Ｒ Ｏ Ｓ Ｈ Ｉ ＭＡ -Ｂ Ｕ Ｌ Ｇ Ａ Ｒ Ｉ Ａ 　 Ａ Ｓ Ｓ Ｏ Ｃ Ｉ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

ば ら と ヨ ー グ ル ト と 世界遺産を 有す る 東欧の 国

　　

―

ソ
フ
ィ
ア

、
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
な
ど
で
交
流
―

神様がくれた国･ブルガリア
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第
1
次
・

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団

」
を
派
遣

5月31日か ら

大
統
領
府
や
カ
市
で
原
爆
展
開
催
の
協
力
要
請

　
　
　
期
間
は
８
月
１
日
か
ら
の
１
か
月
間

第 １ 回 ・ 「 原 爆 展 」 の 開 催 を 確 約

カ ザ ン ラ ッ ク 市

大統領府でマーリン副大統領の代理・トシコヴァ官房長と

　
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
協

会
は

、
5
月
3
1
日

（
水

）
か

ら
6
月
9
日

（
金

）
ま
で

、
第

1
次
・

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問

当協会
主 　催

　
寺
田
団
長
ら
は

原
爆
の
日
・
８
月

６
日

（
木

）
に
首

都
・
ソ
フ
ィ
ア
に

あ
る
大
統
領
府
に

ア
ル
ゲ
ン
・
マ
ー

リ
ン
副
大
統
領
を

表
敬
訪
問
し
た

。

会場は、カ ザンラッ ク・ア ー トギャ ラリー

ダ

ミ

ャ
ノ

フ

市

長
ダ ミ ャ ノ フ 市 長 と 原 爆 展 の 開 催 で 意 見 交 換

 
第
１
次
・
訪
問

団
一
行
は
６
月
３

日

（
土

）
に
カ
ザ

ン
ラ

ッ
ク
市
に
ス

テ
フ

ァ
ン
ダ
ミ

ャ

ノ
フ
市
長
を
表
敬

訪
問
し

、
第
１
回

原
爆
展
開
催
に
つ

い
て
意
見
を
交
換

し
た

。

　
席
上

、
ダ
市
長

は
同
展
を
カ
ザ
ン

ラ

ッ
ク
・
ア
ー

ト

ギ

ャ
ラ
リ
ー

で

、

８
月
１
日
か
ら
１

ヴェリコ・タルノヴォ大学のイヴァン学長と日本語教師派遣で意見

・
寺
田
満
和
理
事

、
1
0
人

）
を

派
遣
し
た

。
同
訪
問
団
は
大
統
領

府
や
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市
な
ど
を
表

敬
訪
問
し
て

、
カ
市
で
の
第
1
回

・

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原

爆
展

」
の
開
催
を
要
請
し

、
そ

れ
ぞ
れ
快
諾
を
得
て
帰
国
し

た

。

　
こ
の
日
は

、
同

副
大
統
領
が
急
に

大
統
領
の
代
わ
り

に
海
外
出
張
す
る

こ
と
に
な

っ
た
た

め

、
代
理
と
し
て

ト
シ
コ
ヴ

ァ
官
房

長
が
応
対
し
た

。

　
席
上

、
今
村
団

長
代
理

（
常
任
理

事

）
は

、
カ
ザ
ン

ラ

ッ
ク
市
で
の
第

１
回
・
原
爆
展
開

か
月
間
開
催
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に

し
た

。

　
そ
し
て

、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
の
時
に

は

、
秋
葉
忠
利
・

広
島
市
長
と
と
も

に

、
ひ
ろ
し
ま
・

ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会

の
訪
問
団
を
派
遣

し
て
ほ
し
い

、
と

強
く
望
ん
だ

。

　
寺
田
団
長

、
今

村
団
長
代
理
は

、

秋
葉
市
長
の
同
市

長
の
伝
言
を
伝
え

る
こ
と
と

、
当
協

会
か
ら
必
ず
第
２

次
・
訪
問
団
を
派

遣
す
る

、
と
約
束

し
た

。

　
３

、
４
の
両
日

は

、
同
市
の

「
ば

ら
祭
り

」
に
当
た

り

、
訪
問
団
一
行

は

、
美
し
い

「
ば

ら
の
女
王

」
や
各

地
域
か
ら
参
加
し

催
へ
の
協
力
・
支

援
を
要
請
し
た

。

　
こ
れ
に
対
し

、

同
官
房
長
は

「
国

も
同
展
開
催
に
つ

い
て
最
大
限
の
協

力
す
る

」
と
述
べ

当
協
会
の
今
後
の

交
流
活
動
に
期
待

を
寄
せ
た

。

日本語教師の 派遣で 意見交換
－国立ヴ ェ リ コ・タル ノヴ ォ 大学－

イ
ヴ

ァ
ン
学
長
ら
首
脳
と
会

い

、
滞

在

条

件

な

ど

で

　
訪
問
団
一

行
は

、
６
月

２
日
に
ヴ

ェ

リ
コ
・
タ
ル

ノ
ヴ

ォ
大
学

を
訪
問
し

、

イ
ヴ

ァ
ン
学

　
こ
の
日
は

、
今
村

団
長
代
理
ら
が
同
大

学
を
訪
問
し

、
広
島

大
学
か
ら
の
日
本
語

　
こ
の
日
は

、
今
村

団
長
代
理
ら
が
同
大

学
を
訪
問
し

、
広
島

大
学
か
ら
の
日
本
語

教
師
の
派
遣
で

、
渡

航
費
や
生
活
費

、
住

居
な
ど
に
つ
い
て

、

長
ら
首
脳
と

会
い

、
日
本

語
教
師
の
派

遣
に
つ
い
て

意
見
を
交
換

具
体
的
に
意
見
を
交

換
し
た

。

　
同
学
長
は

、
先
に

広
島
大
学
の
牟
田
泰

三
学
長
に
送

っ
た
親

書
の
内
容

（
生
活
費

と
住
居
は
支
給

、
渡

航
費
と
国
際
電
話
料

は
日
本
側
の
負
担

）

を
確
約
し
た

。

た
騎
馬
隊
や

、
ば

ら
の
妖
精
や
未
来

の
ば
ら
の
女
王
候

補
の
パ
レ
ー

ド
な

ど
を
観
覧
し
た

。

国
立
感
染
症
病
院
へ

臼
田
医
務
官
の
案
内
で

　
寺
田
団
長

（
医
師

）
と
今

村
団
長
代
理

、
山
尾
団
員

（
薬
剤
師

、
薬
局
な
ど
経
営

）
は

、
在
ブ
ル
ガ
リ
ア
日
本

大
使
館
の
臼
井
医
務
官

（
脳

外
科
医

）
の
案
内
で
ソ
フ
ィ

ア
市
に
あ
る
国
立
感
染
症
病

院
を
訪
問
し

、
施
設
の
老
朽

化
や
医
療
機
器
の
未
整
備

、

薬
の
不
足
な
ど
を
つ
ぶ
さ
に

視
察
し
た

。
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みんなで推進しよう！！ 平和・文化・教育・福祉・経済交流を

EU 新 加 盟 の ブ ル ガ リ ア と の 友 情 を 深 め て

お 気軽に ご連絡くだ さい 。全車無線対応です。

中国タ ク シ ー 株式会社 ℡　０１２０－８８７０４０

販促の 企画か らパ ッ ケ ー ジの 制作ま で

㈲　巴　紙　工 広島市安佐南区　０８２－８７４－３１７５

ヴェリコ・タルノヴォ

カザンラック

プロヴディフ
リラの僧院

ソフィア

▲ 大 学 の 日 本 語 学 科 の 授 業 風 景

▲日本語学科の学生と交流後に記念撮影

▲ホームスティ先の学生宅で

ヴ ェ リ コ ・ タ ル ノ ボ 大 学

ヴ ェ リ コ ・ タ ル ノ ヴ ォ 市 第
1
次
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団
の
軌
跡

▲ 間 口 ２ ｍ の 土 産 店 が 並 ぶ 旧 商 店 街

ブ ル ガ リ ア で 第 2 の 都 市 ・ プ ロ ヴ デ ィ フ

▲人口約37万人のプロヴディフの町
並 み

印が宿泊ホテル ▲ マ リ ッ ツ ア 川 に 架 か る 商 店 街 橋 ▲紀元前４世紀に建てられたヒ要塞門

▲町と町の途中は牧草地と山すそに点在する家々

▲ 大 学 の 校 内

▲旧第ブルガリア帝国時代に宮殿があったツァレヴェッツノ丘 市内の家並みと別荘▼

▲ホームスティ先の学生と夕食懇 談会

▲イヴァン学長に協会から贈った宮島彫りを説明

アレコ
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さ ら に 平 和 交 流 、 国 際 貢 献 な ど を 活 発 化
成功させ よ う ！カ ザ ン ラ ッ ク 市で の 第１回・「原爆展」

みんなが主役 各自の 個性、特徴を発揮して、素晴らしい出会いと 素敵な「国際貢献」を

２００６年８月１日～

前 田 資 料 館 長 か ら 原 爆 展

の ポ ス タ ー な ど を 預 か る

原爆展開催を報道した
中国新聞（5月27日付）

コ チ ェ リ ノヴ ォ 村

▲ 暖 炉 煙 突 の 上 で 子 育 て を す る コ ウ ノ ト リ

⇒
ピ
リ
ン
山
脈
・
最
高
峰

の
ヴ

ィ
フ
レ
ン
山

（
２
９

１
４
ｍ

）
麓
に
あ
る
バ
ン

ス
・
コ
ス
キ
ー

リ
ゾ
ー

ト

世界遺産・リラの 僧院

▲シプカ峠の自由記念碑 ▲ シ プ カ 僧 院

カ ザ ン ラ ッ ク 市市 役 所 で

▲原爆展の8月開催を確認した後にダミャノフ市長と記念撮影

世

界

遺

産

・

ト

ラ

キ

ア

人

の

墓

▲トラキア人の墓内部の天井壁画

　
各
紙
が
原
爆
展
の
開
催
を
報
道

中
国

、
読
売
な
ど

▲本物の墳墓を保存している記念館

エ ニ ョ ・ボ ン チ ェ フ の ロー ズ オ イル 蒸留所

▲ローズオイル蒸留所に隣接しているバラ園で花摘み体験▼摘まれたばらの花びら

▲花びらからローズオイルを抽出する蒸留釜

←点在するトラキア古墳

シ プ カ 峠

▲ 民 俗 踊 り

ヴ

ィ

ト

シ

ャ

山

の

レ

ス

ト

ラ

ン
▲３世代に渡って増築された歴史的建造物

▲リラの僧院の聖母誕生教会 美しい壁画の前で▼

▲隠れ聖誕教会入口で売られているイコン画

▲ ブ ル ガ リ ア の 文 化 を 伝 え る 民 俗 踊 り

ア ル バ ナ シ

エ タル 野外博物館

世界遺産・ボヤ ナ 教会

⇒

ス

ト

ラ

ン

ジ

ャ

地

域

の

火

渡

り

ア
レ
コ
の
ス
キ
ー

場

ヴ ィ トシ ャ 山脈の レ ストラ ン
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編集後記

　　　　　　　　 会　長：海生 直人・広島修道大学教授     　　　 　 代表理事：佐々木 典明・㈱中国放送顧問
　　　　　　　　  副代表理事：藤田 洋三・㈱日本ブレスト総務部長　　 専務理事：今村 功・HIES代表
「協会」役員

お薬か ら訪問介護、デ イサ ー ビ ス ま でお任せ を

訪問介護、福祉用具貸与、デ イサ ー ビ ス 寺小屋チ ャ オ 、ひ と み薬局

（ 有） ヤ マ オ コ ー ポ レ ー シ ョ ン

広島市南区翠　０８２－２５０－９８０５

会費やご支援金は、下記、振込みへ

　郵便振込　０１３４０－５－８３９２４　ひろしま・ブルガリア協会

団
メ
ン
バ
ー

は

、
本
当
に
ご
苦
労

様
で
し
た
▼
当
協
会
に
と

っ
て
の

初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り

、
特

に
当
初

、
訪
問
団
の
日
程
や
旅
費

な
ど
を
頼
ん
で
い
た
広
島
の
Ｈ
旅

行
社
の
費
用
が

、
ブ
ル
ガ
リ
ア
で

の
日
程
が
詰
ま
り

、
出
発
予
定
日

が
近
づ
く
に
つ
れ
て

、
予
算
が
当

初
の
２
倍
近
く
に
な
り
困
り
果
て

て
い
ま
し
た
▼
そ
ん
な
時

、
福
山

市
で
知
り
あ

っ
た
東
京
在
住
の
日

本
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会
の
佐
々
木
文

徳
事
務
局
長

（
旅
行
社
Ｔ
・
Ｃ
・

Ｉ
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
㈱
勤
務

）
か
ら

「
東
京
か
ら
出
発
す
る
ブ
ル
ガ
リ

ア
訪
問
団

（
２
０
人

）
の
１
０
人

分
を
空
け
る
か
ら
参
加
し
ま
せ
ん

か

」
「
費
用
も
当
初
予
算
よ
り
少

し
高
い
程
度
で
す

」
と

、
連
絡
が

あ

っ
た
時
に
は
ホ

ッ
と
し
た
の
を

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
▼
１

面
に

、
大
統
領
府
と
第
１
回
・
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
展
を
開

催
す
る
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市

、
広
島

大
学
か
ら
の
日
本
語
教
師
の
派
遣

を
計
画
し
て
い
る
ヴ

ェ
リ
コ
・
タ

ル
ノ
ヴ

ォ
大
学
な
ど
の
訪
問
を
掲

載
し
ま
し
た
▼
そ
の
他
の
紙
面
で

は

、
ヴ

ェ
リ
コ
タ
ル
ノ
ヴ

ォ
と
プ

ロ
ヴ
デ

ィ
フ

、
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
と

世
界
遺
産
の
リ
ラ
の
僧
院
と
ボ
ヤ

ナ
教
会

、
首
都
・
ソ
フ

ィ
ア
で
の

訪
問
先
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た

▼

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず

」
と

の
諺
が
あ
り
ま
す

。
日
本
か
ら
見

て
未
だ
情
報
が
少
な
い
ブ
ル
ガ
リ

ア
も

、
聞
く
と
読
む
と
で
は
大
違

い

。
相
互
理
解
と
交
流
・
協
力
を

進
め
る
た
め
に

、
一
人
で
も
多
く

の
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
を

、
と
願
わ

ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん

。

（
爽

）

第
２
次
・

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団

」
を
募
集

日程：７月２９日～８月９
日

　
当
協
会
に
と
っ

て
２
０

０
６
年
の
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
第
１
次
・
「

ブ

ル
ガ
リ
ア
訪
問
団
」

が
、

当
初
の
目
的
を
果
た
し
て

無
事
、

帰
国
し
ま
し
た
▼

今
回
の
第
７
号
は
、

同
訪

問
団
の
「

特
集
」

を
組
み

ま
し
た
。

寺
田
満
和
団
長

を
は
じ
め
１
０
人
の
訪
問

第
1
次
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団
の
軌
跡

在 ブ ル ガ リ ア 日 本 国 大 使 館 
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会
は

、
来
る
７
月

２
９
日
か
ら
第
２
次
・

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団

」

を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
現
在

、
参
加
希
望
者
を
募

集
し
て
い
ま
す

。
こ
の
訪
問
団
で
は

、
8
月
1
日

か
ら
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市
で
1
か
月
間
に
渡
り
開
催

さ
れ
る
第
1
回
・

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆

展

」
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
参
加
す
る
こ
と
が
大
き

な
目
的
で
す

。
特
に
同
原
爆
展
で
は

、

「
被
爆
者

の
証
言

」
を
企
画
し

て
い
ま
す
の
で
被
爆
者
の
方
の
参
加
者
を
募

っ
て

い
ま
す

。

　
第
2
の
目
的
は

、
旧
ブ
ル
ガ
リ
ア
第
２
帝
国
の

帝
都
・
ヴ

ェ
リ
コ
・
タ
ル
ノ
ヴ

ォ
大
学
で

、
広
島

大
学
か
ら
の
日
本
語
教
師
派
遣
事
業
を
最
終
的
に

詰
め
る
こ
と
で
す

。
そ
の
他

、
首
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・
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で
す

。

カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市
で
第
1
回

「
原
爆
展

」
を

ソ フ ィ ア 第 18 総 合 学 校

▲福井全権大使と今後の交流・協力について懇談した後に記念撮
影

門
衛
が
守

っ
て
い
る
正
面
玄
関
⇒

▲日本語学科の８，９（中学２，３）年生、約30人と日本語で交流

▲ 香 川 所 長 （ 右 端 ） と 長 井 さ ん か ら ブ ル ガ リ ア の 情 報 を 得 る

←広島で会った医大生・
ジェコさんの紹介で国立ソ
フィア大学医学部を視察で
きた▲

国立感染症病院

ソ フ ィ ア の JICA ブ ル ガ リ ア 事 務 所

▲在ブルガリア日本大使館の臼田医務官の案内で国立感

染症病院を訪問（右）。医療機器がない集中治療室（左）

▲古い医療実験機器のある他の研究室

▲高塩分や強いラキア（蒸留
酒）、動物性たんぱく質の食生
活のために循環器系の病人が
多いのか、同学科の病院・研
究棟は最新式の施設だった
　広い敷地に緑の多い好環境
の大学構内⇒

ソ フ ィ ア 大 学 医 学 部

↓

第
1
8
総
合
学
校
の
正
面

首都・ソフ ィア 市

大

統

領

府


